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（協） 千葉電友 会だより （２）

ご 挨 拶

千 葉 市 長 松 井 旭

この度、 協同組合千葉電友会には、 「千葉 電友会だより第９号」 を発刊さ れました

こ と、 心 か ら お 祝い を 申 しあ げ ま す。

皆様方には、 日頃より、 一致協力 され業界の発展はもとより、 著 しく技術革 新が進

む中、 技術向 上に勤められ、 便利で快適な市民生活づく りに多大の ご尽力 をい ただい

ておりますこ と、 心から敬意と感謝の意を表する次第であります。

さて、 本市は、 政令指定都市移行３ 年目を迎え、 充実したサ ービスを展開する 中で、

成熟 した大都 市行政が確立 しつつ あります。

特 に
、
再 開 発 事 業 ・区 画 整 理 事 業や、

都 市 モ ノ レ ー ル の 乗 入れ、
さ ら には 地 下 道 建

設等によ りＪＲ千葉 駅周辺の 大改造を 進め、 政 令市にふ さわ しい 表玄関を形成 する と

ともに、 幕張 メッセ 等を核とした 国際的 な業 務機能、 新しい時代のライフスタイルに

対応 した佐居 機能等、 高 次で複合 的・広 域的な諸機能の集積地区である幕張新都心の

整備 等を促進させ、 首都機能を備 えた業務核都 市、 世 界に開か れた国際情報都市を目

指 し、 各種の 施策を積極的 に展開 しているところであ ります。

また
、
本年 は
、
「第 ５ 次 ５か 年 計画」 の ４年 次 目 として、

計 画 の 総仕 上 げに向 けて、

適切 な 対応 を 図 る とと も に、 次
期 ５か 年 計 画の 策 定につ き まして も、

．
高 齢 化 ・国 際化 ・

高度情 報化等の時代 背景を踏まえ、 ２ユ世紀を視野 に入れた政策課題の検討を進め、

今後とも 「魅力ある 百万都市づく り」 を進めて参る 所存であります。

どう か、 貴組合皆 様方 には、 こ のよう な本市の 現況をご理解いただきま して、 今後

とも 市政に対 しま して、 一層 の ご支援、 ご協力 を賜 りますよう心からお願い申 し上げ

る次第であ ります。

お わりに、 協同組 合千葉電友会の今後ますますの ご発展と会員 皆様方の ご健勝・ご

活躍をお祈りいた しまして、
ご挨拶とい たします。
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千葉の夜景と照明

千葉 市 財 政 局 長 島 田 行 信

千葉市が政令指定都市の仲間入 りをしてから、 全国の先進政令 市の方々 を迎えての

各種会議が本市で開かれる ように なりま した。 市内の会議施 設や ホテルな ども徐々に

整備さ れ、 案内する 場所も増えて きつつあります。 来訪者の 感想 は、 「元気 がある都

市」、
「こ れからが楽 しみな都市」 など好意的な見方もあります が、 「道路が狭く、

違法駐車が目立つ」 な どの 辛口のものもあります。

ところで、 感想の中に 「千葉の夜 景は素晴らしかった」 と 言う のがありました。 多

少 の お 世 辞 が 含 ま れ てい る と 思 い ます が
、 私
も 最 近 こ の こと を 感 じ て い ま した の で、

先輩都市の 皆さんのこの 言葉を、 う れしく受けとめた しだいです。

千葉市が夜 景の楽 しめる都市に なってきたのは、 一つ には、 夜 景を眺めること が出

来る 施設が増 えてきたからですが、 もう 一つ は、 都市全体の光の 量が増 えてきたから

で は な い で し ょう か。 も ち ろ ん、
ビル や 道 路、 公 園、 な

ど固 定さ れ た 照明 の ほか、 自

動車な どの動く 明かりも夜景を美 しく してい ます。

かつ て 流 行 し た歌 に 「ま ち の 明 か り が とて も き れ いね、 横 浜 ・ … 」 と 言う の が

ありま したが、 都市の魅 力を高める 手段として夜景も 重要な要素 の一つであると思い

ます。 千葉電 友会の皆様 方にも、 専門の 立場 からご提言な どをい ただき、 市と しても

施設のライトアッ プや屋 外照明のあり方などについて、 研究を してみる必要 がありそ

う で す。
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それにしても、 夜景を演出 している多く
の照明は、 すべて電気工事士をはじめ関係

皆様の仕事によって整備されたものであり、 電気工 事は都市発展の礎である と考え ま

す。

平 成 ６年 の カ レ ン ダー も 残 り 少 な く な り、 ま も な く 新 しい 年
を 迎 え ま す が、

こ の 一

年間、 各種公 共施 設等の 電気設備工事 を適切 に施工 してい
ただき、 感謝 しています。

一 つ 一 つ の コ ンセ ン ト や 照 明 設備、 モ ー ター な
どの 電 気 設 備 が、

正 常 に 動い てい る 陰

には、 多くの関係者の努力 があります。

狭い 場所での長時間の作 業、 寒い 冬や暑い夏の屋外作業 など、 縁の下 の力 持ち
とし

て工事 に携わった皆様の力 と汗によっ て整備さ れた施設が、 今日も市民生活を支
えて

います。 千葉電友会の皆様 には、 こ れからも市 民に幸せを届ける 優良な
電気工事の施

工をお 願いいた します。

終わりに、 千葉の夜景が更にきれいになりま すよう願うと
ともに、 協同組合 千葉電

友会の益々の ご発展と、 会員各社の ご繁栄を祈 念申し上 げ
ます。
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建 築 の 保 存

千葉市建設局建築部保全課長 水 越 裕

先 日、 上 野の 東 京 文 化 会 館 で チャ イ コ フス キー を 聴 い て き ま した。 こ の 暮 れ に は、

恒例の 「第 九」 を聴きに行く予定です。

開 演 前 の 観 客 は
、
大 空 間 の ロ ビー で、 ある 人は

ビー ル を 飲 み、 ある い は 互 い に 歓 談

し、 思いおもいに時間を過ご します。 そ して ホールへと導か れます。

この建物 は、 昭和３６年に建設されたも のです が、 今なお良好に建物が維 持され、 新

築のコンサー トホールと遜色のない 環境 で、 毎日数千人の観客に楽 しく 少しリッ チな

雰囲気を提供 しています。 そこに立つと、 十分で細心且つ適切な維持管理で、 建物を

いつまでも生き 生きとさせ続けるための努力が感 じられます。 ただ、 ホワイ エのレリー

フが無く なっ ているのが私は残念な気がしてい ます。

私 は、 こ の建 物より８年前 に建設された横浜の神奈川県立音楽堂や、 昭 和３５年に建

設さ れた 京都の 文化 会館な どによく見学 に出かけま した。 こ れらの建物は、 故前川国

男博士の 設計によるものです。

博士の 設計したこ れらの建物のほかに、 昭和２０年代から昭和３０年代前半までに建築

された建 物で、 建築史上に名を残すよう な建物が、 老朽化の 時期を迎えようとしてい

ます。 否、
む しろ 老 朽 化 に 因 る 事 よ り、 機 能 面 な

ど
、 利 用 者 の 多 様 な ニ ー

ズ に 応 え き

れなくなっ て来ているのです。

又、 こ れ以前、 特に大正期に立てられた各地の県庁舎や市庁 舎を始めとした各種の

建物も同様 に老朽化の時期に入っ てきて います。 そ して、 い ま、 保存運動があちこち

で 起 き て い る よう で す。

建築物の維持保全には、 計画的で きめ 細かな管理と、 それ に伴う 必要な経費を用 意

しなくて はなりません。 それにライ フサ イクルコス トを入念 に考えなく てはならない

で しょう。 私達の保全課では、 これに備 えて、 市有建築物の 老朽度な どの現状を調査

した保全カルテを整備し、 長期 的視野に立って保全計画を作 成しよう と しています。

的確な 建築物の維持保全は、 その 建築 物をいつまでも良好 な状態で使用 することを

可 能 に し、 そ
れ に 係 る 費 用 も 最小 限 にと どめる 箏 が可 能 と な りま す。 しか し、 あ る 時
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期 に は
、 取 り

壊 しか 保 存 か で 議論 さ れ
、 そ
の 中 で、 モ ニ ュ メ ン トと しての 保 存 と か

修復再使用 での保存な ど、 その保存形式についで検討されます。 そのとき、 歴史的価

値
、 文
化 的 価 値、 さ らに 環 境 や ラ ン ドマ ー ク と し て どう か、

と 言う よう な 価 値 観 で 評

価さ れる事 が重要です。

本 市にお いても ご承知のよう に、 稲毛市民ギャラリーで保存利用 を図りま した。 ま

た、 中央区役所 ・美術館の建設では、 覆堂方式で旧川崎銀行の 建物を保存 しています。

この外 にも、 昭和初期の建物を修復保存をしよう と しています。

建築物の 保存、 修復又は復元 は、 長い時間と多く の労力、 さ らに多大な費 用を要 し

ます。 そ してこ れに携わる人々の理解と認識が必要です。 ただやみくも にノ スタ ルジ

アだけで保存 を主張するのも危 険ですが、 経済的観点か らだけではなくて、 文化の面

や歴史的観 点か ら考えなくてはならないも のと思い ます。

こ の こ と は
、 町並 み や 景 観 につ い ても 同 じ 事 が 言 える で しょう。 そ して そ れ らを 次

の世代に引き継 ぐこ とも重要なことなので す。

終わりに 千葉電友会の会員 皆様の ご発展 と御 活躍を祈念申 し上 げます。

屍ｏ
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扇 冶＝
屯 ヌτ と 法 規

千葉市建設局建築部設備課主幹 野 崎 文 男

電気に関係ある法規には、 大 きく 分類する と強電関係いわゆる 電灯、 動力 に使用す

る電力 関係 と、 弱電関係いわゆる 電話等の通信に代表される 法規 に分けられます。

以下その 法規につ いて記述す ると、 電気を使用する設備 （電話 を含める） が人の安

全、 財産の 安全、 公共の福祉と いう 面から規制している代 表的 なものは、 「電気事業

法」 「電気用品取締法」 「電気工事士法」 「電気工事業法」 「建設業法」 「有線電気

通信法」 「電気通信事業法」 「消防法」 「建築基準法」 「労働基準法」 「労働安全衛

生法」 な どがあり 「道路法」 「航空法」 「都市公園法」 「屋外広 告物法」 な どは、 そ

れぞれの法律の目的とすること から電気工作物を規制する立場を とっています。

法令 が覚えられない要素の一 つとして、 法令の用 語が難解 であ ることが第一の原因

にあ げられますが、 これら法令 の存 在を十分に理解 し、 立法の主 旨につ いて体系的に

把 握 し、 実 務 上 の 必 要性 に応 じ、 具体 的 に 各 条 文 に つ い て 理 解 し、
か つ、
” 災 害 は元

に戻らない” の格言を念頭にお き、 設計、 現場監理、 保守維持管理を行わなければな

り ま せ ん。

こ れらの 法令は、 公知の事実と して、 電気技術者誰でも が遵守しなけれ ばならない

業務である ので、 十分に勉強し、 許可、 認可、 届出な どがなお ざりにされないよう に

したい も の で す。

おわりに、 （協） 千葉電友会の 会員皆様のご発展と ご活躍を心 から祈念申 し上げま

す。
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美術館・中央区役所

の工法について

千葉市建設局建築部営繕課主査 庄 林 偲

設備 課から、 平成２年４月 営繕課に異動 して早い もので、 ４
年半になりま した。 政

令都市の移行に伴う建築部では、 始めての４箇所 （花見 川区、 稲毛区、 中央区、 緑区
）

区 役 所 建 設 プロ ジェ ク トチ ーム が、
営 繕 課に 組 織さ れ、 そのメ ン バ ー と して、 こ ん に

ち ま で 業 務 に携 わ っ てま い り ま した。 当 初 は、 １７
名 で 花 見 川 区役 所 ・ 稲 毛 区 役 所 ・ 中

央区役所 （平成４ 年） ・緑区役所を完 成しま した。 現在は、 ４名で仮称 千葉市立美術

館・Ｃ区総合支所 （中央区役 所） 建設業務 にあたってお ります。 この会報が出版さ れ

る頃に は、 本工事も消防検査等の各検 査を受けている段階 だと思います。

本建 物の特徴は、 全国でも例 がない 鞘堂方式 （旧川崎 銀行を残 し、 そ の保存建物を

包み込 む方式） の建物です。 美術館・中央区役所の 複合 建物着工から今日までの、 経

過と概 要を紹介させていた だきたいとおもいます。

本工事は、 平成３年 第３ 回定例市議会の承認をいただき、 平成３年９月２７日にス ター

ト しま し た。 工 事 は、 工 区 を２ 分割 に し、 国 道 側 Ａ工 区、 そ の 反対 側 をＢ工 区
と区 分

け し、 Ｂ工区の 杭打工事、 Ａ工 区では保存建物基礎掘削 し移動装 置をセッ ト、 その間Ｂ

工区では杭打工事後保存 建物の仮置き用耐圧盤 施工と進み、 保存建物の一回目 曳家工

事 （Ａ工 区 →Ｂ工 区） を 平 成４年５月１４日～１６日 に 実 施 し約３，２００
トンの 建物 を２４．５ｍ

移

動 して仮置き固 定しま した。 次にＡ工区地下躯体工事を完了（保存建物を載せる 床版が

完成）、 次 に二 回 目 曳 家工 事 （Ｂ工 区 →Ａ工 区）
を平 成 ５ 年 ３月２２日 ～２３日 に 実 施、



（協） 千葉電友会だより （８）

美術館・中央区役所

の工法について

千葉市建設局建築部営繕課主査 庄 林 偲

設備課から、 平 成２年４月 営繕課に 異動 して早い もので、 ４
年半になりま した。 政

令都市の移行に伴う 建築部では、 始めての４箇所 （花見川区、 稲毛区、 中
央区、 緑区）

区 役 所 建 設 プロ ジ ェ ク トチ ーム が、
営 繕 課 に 組織 さ れ、 そ のメ

ン バ ー と して、
こ ん に

ち ま で 業 務 に 携 わ っ て ま い り ま した。 当 初 は、 １７
名 で 花 見 川 区 役所 ・稲 毛区 役 所 ・ 中

央区役所 （平成４年） ・緑区役所を 完成しました。 現在は、 ４名 で仮称 千葉市立美術

館・Ｃ区総合支所 （中央区役 所） 建設業務にあたってお ります。 この会報が出版さ れ

る頃に は、 本工事も消防検 査等の各検査を受けている段 階だと思います。

本建 物の特徴 は、 全国で も例 がない鞘堂方式 （旧川崎銀行を残し、 その保存建物を

包み 込む方式） の建物です。 美術館 ・中央区役 所の複合建物着工から今日までの、 経

過と概 要を紹介させていた だきたい とおもいます。

本工事 は、 平成３年第３回定例 市議会の承認をいただき、 平成３年９月２７日にスター

ト しま した。 工 事
は
、
工 区 を ２ 分 割 に し、 国

道側 Ａ工 区、
そ の 反対 側を Ｂ工 区 と区 分

けし、 Ｂ工区の杭打工 事、 Ａ工区では保存建物基礎 掘削し移動装置をセット、 その 間Ｂ

工区では杭打 工事後保存建物の仮 置き用 耐圧盤施工と進み、 保存建物の一回目曳家工

事 （Ａ工区 →Ｂ工区） を 平成４年５月１４日 ～１６日 に 実 施 し 約３，２００
ト ンの 建物 を２４．５ｍ 移

動 して仮置き固定しま した。 次 にＡ工区地下躯体工事を完了（保存建 物を載せる床版が

完成）、 次 に二回目曳家工事 （Ｂ工区→Ａ工 区） を 平成５年３月２２日～２３日 に実施、
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［仮置き位 置で後部の 一スパンを解体、 妻側 壁 及び西側 壁を補強 して約２，９００
トン に

な っ たユ 保 存建 物 を２２．９ｍ
移 動 し、 所 定のＡ工 区 に 戻 し固 定 し

ま した。 そ
の 後Ａ工 区で

は地上階の鉄骨建方、 Ｂ工区は地下掘削工 事、 躯体工事鉄骨 建方を施 工し、 今年の ２

月 ４ 日 に 建 物 上棟（鉄 骨 建 方 完了） を 終 え、 外 部 で はＰＣ版・ ア ル キャ ス ト（ア ル ミ 鋳 物

外 装 版）の 取 り 付 け、 内 部 で は 各階 床 コ ン打 設、 配 管 ・ ス リ ー ブ 等の 工 事 を経 て、 現

在 工 事 は、 竣 工を 目 指 し 順 調 に 進 んで お り ま す。 建 物 は、 地 下 ３ 階、 地 上１２階、 塔 屋

１ 階 で、 地 下 階 は、 電 気 室、 自 家発 電 機 室、 機 械 室、 機 械 式 駐 車 場 等を 設置 し、 １ 階

から５階まで が区役所 階、 ６階から１１階が 美術館になっ ています。

わ れわれ 担当一同は、 工事が無事故・無 災害で完了するよう に工事監理者、 建築・

電気・機械 各建 設共同企業体等の方々の協力 を得て、 無事に竣 工を迎え、 市民の皆さ

んに 『素晴 らしい美術館・区役 所が完成した』 と喜んでいただ ければ、 この プロ
ジェ

クトチーム の一員 になれたこと、 このよう な全国でも類のない た建物建 設に従事出来

た幸せを感じることと思います。 最後にこのような執筆の 機会を設けていてだいたこ

とに感謝するとともに、 こ れか らの電友会会員の皆様の益々の ご活躍と
ご発展を祈 念

申し上げま す。

ｌｌ

魂 融



（協） 千葉電 友会だより （１０）

昨 日、 今 日、 明 日

千葉電友会副理事長 喜 多 村 賢 一 郎

このタイ トルを お聞き覚えの 方もおあ りと思いますが、 今から３１年前 （１９６３年） 名

女優ソ フィ ア ・ロ ー レ ン が主 演 し たイ タ リ ア映 画 の題名 で す。 見 た記 憶 があ りま す が、

ス ト ーリ ー につ い て は、 定 かで はあ り ま せ ん。 こ の 「昨 日、 今日、 明 日」 を 私 自 身 の

ことや、 諸先輩の 話、 そして業界のこ となどま じえ私の履歴書的 にふれ てみ たいと思

い ま す。

昭和２６年１０月１０才の時、 福岡県 （朝 倉郡） から千葉県 （東金市） へ転 居してまいり

ました。 この年は、 第二次世界大戦終 了後の日 本と連合国 間の戦争状態 に終止符を打

つ対日 講話条約が調印された歴史的 な年でもあ りま した。 翌年４月 千葉 市 （生浜 町）

へ、 更 に３０年 ５月 現 在 地 へ 移 り ま した。 以 来４３年 間、 千 葉 市 にお 世 話 に なっ てお り ま

す。 中 学生の頃は芸能界か通訳業務を希望していま した が家庭の事情で 叶えられませ

ん で し た。

昭和３５年 千葉電気工事へ入社、 ４年後の３９年創設者 （父） 、４８年 （前社長） と２代

に亘り経 営者の死に遭遇し経営の難 しさ、 厳しさを痛感しました。 いずれの場合も業

界を初 めとする皆様には、 心暖まる ご支援、 励ま しを頂き ましたことは今でも忘れる

ことは 出来ませ ん。

ふり かえりますと、 本誌 ５号 （２５周 年記念特集号） に千葉市建築部技監清水克祐氏

が建築課時 代の 思い出 を懐か しく語っておられましたが私が入社 して３年後、 清水氏、

大塚勝 氏 （保全課主幹） に 初め て会う ことになりま した。 その頃は我々 の仲間も市内

には数社しかなく小工 事などはそれぞれ現調し、 設計施工の時期もありま した。 （協）

千葉 電友会の前身である千 葉市電友会 （染谷新 太郎会長〉 の設立が４０年５月、 そ して

昭和４８年４月待 望の 設備課 （初代 課長 大堂三 喜代氏） の発足は業界に大きな希 望と

今日ま での発展をも たらしました。 のち、 奥貢 氏 （故人）、 日高 定次氏 がそれ ぞれ設

備 課 長 に、 そ して５８年４ 月 清 水 克祐 氏 が就 任 さ れま した。

当時 （５１年頃？） 先輩で 中嶋康雄 氏、 塩崎義 雄氏それに岩崎興二氏 （現理事 長） は

業界の 三羽烏 （別名 栄町の 帝王） と 言わ れ、 並 木昭 氏 （城南電設企業会長） と 共に業
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界のリー ダー格として活躍 しており ました。 ま だ好景気の時代で千葉の栄町 は全国的

にも 有名 な歓楽 地として栄えており ました。 営 業の 「いろ は」 から酒の呑み 方等々 ご

指導 をいただいたもので したが今だ 上達しておりません。 誌面では語り尽くせない思

い 出 が 沢 山 ご ざ い ま す が こ の へ ん で ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

さ て、 今日日本は若年人口の減少傾向と共に高齢化に 向かっており、 現実 に我々の

業界 でも例外では無く、 これから徐 々に世代 交替が進むものと思われます。 近頃 どこ

から とも なく一部であろう と思いますが、 業界人のマナ ーの 悪さを指摘する声 が聞こ

えて 来ており、 お客様に対する感謝の念が薄 れてきている 様な気 がしており ます。 核

家族 時代と は言え、 義理 人情までも が世代 交替や 時代と 共に忘れ去 られると した ら忍

び無 いことと思います。

と ころで、 本年４月明 治以来９０年続いて来たと言われ ている 日本的商習慣 の排 除を

目ざした公共工事の入札 制度の改革がありま した。 とり わけ建設業界に於て は大革命

となるものです。 この制 度が是か非かは別と して、 これ を機に更なる業界体 質の 見直

しや 社会的な信頼回復を はかると共に我々の英知を結集 し、 組合活動の一環 としての

共存 共栄をはかるべき方 向にむけて前進すべきだと思い ます。

こ の苦境のなか、 市御 当局の建築設備全般 に亘る ご理解と地元企業育成 に特段の ご

配慮 をされていることを 感謝するとともに、 第６次５ヶ年 計画の策定に着手 されたと

のこ と、 大都市に向け一層の 千葉市の発展を切望 してお ります。

●
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総会報告

第１０回 通常 総 会 開催

第１０回通常総会が５月２６日午後３時４５分より千葉市内のち ば共済会館 に於て組合員

７０名 （委任状含む〉 出席のもと開催さ れました。

総会 議案審議に先立ち、 挨拶に立っ た岩崎理事長は、 「最近の景気の 動向、 組合員

の昨年 の実績、 当局への要望とその 成果、 を発表。 要望 に関しては、 当 局の施策のご

配慮に 感謝する 旨を述べ、 残された事項については何度で も達成出来る 迄お願いをし

ていく 所存とも 話しをされ た。 また組合運営に関 しては、 時代の流 れの中、 柔軟性を

持って 事業運営に当たっていくと、 力 強い方針を発表 し、
『基本理念』 の説明に入っ

た
。 組 合 の 目的 ・姿 勢 ・ 存 在 を明 確 にす る と 共 に、 人間

一 人 で は 生き て い け な い と 同

様、 組合員 企業存続の為に も、 組合員の団結を 呼
びかけ基本理念の成文化を発 表」 抱

負を 述べた。

次 に議案審議に移り、 平成５年度事業経過報 告、 同収支決算報告、 平成６年 度事業

計画案、 同予算案がそ れぞれ原案通り可 決承認 され総：会は閉会した。

また総会終了後、 千葉市幹部をは じめと して 千葉県中小企業団体 中央会、 関 係団体

等の来賓をは じめ 総勢１１０名の出席 のもと、 懇親会 が開催されな
ごやかなう ち午後 ７

時に散会。 （徳久 昌之）
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平成６年度経営研修会開催

千 葉 電友 会の 恒 例 の 行 事 と し て、 平成 ６ 年 ９月２２日 千 城 台 コ ミュ ニ テ ィ セ ン タ ー に

おいて当電 友会主催、 千葉県配 電盤協 会共催、 千葉市建築部後 援による経営研修会を

開催致しま した。 今年度も千葉 市職員研修 所のご紹介を頂き、 企業教育コンサルタ ン

トと して著名 な沢田良雄氏を講 師に迎え、 「素晴ら しい 人間関 係をつくる話 し方」 の

演題のもと、 心と心の触れ合い を通 して充実した人生を 送るこ との 大切さを学ぶこと

ができま した。

後援をお 願いした千葉市建築 部より、 清水技監外３名の方々 並びに千葉市職員研修

所の篠 崎主 幹の御出席を頂きま した。

講演後、 千葉中央観光ブ ドウ 園におきま して、 バーベ キュー 大会で楽 しい一時を 過

ごして頂けた事と思います。

今年で４ 回目の研修 会です が、 毎年皆様方会社の発展につ ながる 講師の依頼を心 が

けておりま すので、 来年度も多 数の会員 方々の御出席をお待ち 申し上げます。

（染谷 芳雄）
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高齢化社会を前にして

共和電気工業 （株） 代表取締役 塩 崎 透

高齢 化社 会を目前にして、 年 金問 題と健康問題に 大きな不安 を感じるのは私だけ で

はなく企業 に働く 皆さんも、 大 きな不安を感 じているにではな いかと思います。

高齢 者になっ た時に年金では たして生活が出来る か又健康問 題は、 大丈夫か、 いろ

いろ不 安材 料が一杯 だと思います。

企業に働 く「人と して、 安心 して働ける企業とは、 少なく 共、 厚生年金保険と年 金

基金の２つ に加入している事が 大切です。

自分 は若 いから関係ないとい わず、 企業に働く皆 さん が明日 の自分の問題として受

け止 め、 対 策 を 考 え たい も の で す。

企 業と して、 年金基金に加入 することは若い人の雇用 対策にも大変大切なことと思

い ま す。

健康問題 は若い 時からのこころ がけが大切です。 職業並 びに趣味、 ス ポーツ等を通

じて、 人々 との 交流を図り人間関係を大事に して、 若い時から社会参加を心がけ、 地

域社会とのつ ながりをもち高齢 者になった時今日まで社会にお 世話になったお礼と感

謝の気持ちで自 分の身 についた知識や経験を活して、 地域社会の福祉活動、 ボランティ

ア活動 に生 きがいと して皆なが 喜んで参加できるよう な社会環境と組織 が一日も早く

出来ること を望みます。
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雑 感

千葉東芝電材 ㈱ 代表取締役社長 樋 ロ 昌 俊

今年の プロ野球は、 巨人がブッチギリ で優勝 する だろうと云う 大方の予想を裏切り、

最 後までもつれに もつ れ、 最 後１３０試合目での同率 対決と いう、 プロ 野球史上初め て

の 展開となりファンをハラハラさせた。 結果は巨人 が中日を振り切り、 やっとの思い

で ４ 年振 り の リ ー グ 優 勝 を 果 た した。 巨 人 ファ ンは や れや れと 云 っ
た と こ ろ だ が、 球

団も創 榔０周年を飾り、 監督や 選手達も生みの 苦しみ
だっただけに喜びも一入だろう。

がそれ以上にホッ トしているの が本当の姿であろう。 なぜならも し巨人 が優勝を 逃し

たら社会問 題になると 書きたてた新聞もあった 程だか ら。 それにしても決 定戦となっ

た、 １０月 ８ 日の 試 合 のＴ．Ｖの 視 聴 率 は５０％ を 上 廻っ たと の 事、 驚異 的 数字 だ。 巨 人、

中日ビイキだけでなく 日頃は余り野球に感心のない 人まで巻き込んだ巨 人の功績は大

きかった （？） 。
一方今 年の プロ野球で最大の話題を提供 してくれたのは、 何と云っても パリーグ、

オリックスのイチロー選手であろう。 去年ま では殆 ど名前も知られてい なかった選手

が、 目 立つ よ う にと、 登 録名を カ タカ ナの イチ ロ ー に改 め シー
ズ ン に臨 ん だ。 と た ん、

開幕 か ら打 つ わ、 打 つ
わ
、 ４ 割 以 上の 高 打 率を ず っ

と 続 け、 そ の 内 に落 ち て 来る
と 思っ

てい た 人 が 多い 中、 前 半
は ４ 割 代 を キー プ し て 折返 しを 迎 え た。

オ ー ル ス タ ー 戦 で は

初出場 ながら最も注目される選手として晴 れの舞台をか ざってもいる。

この頃から 夢の４割バッター の実現が信 葱性を帯 びてきて、 久々に人 気先行型のヒー

ローでなく、 実績併行型のヒーロー として さわや かな印象を与 えてくれた。 プロ選 手

としては身体も大きい方ではなく、 又スマ ートな体 形で どちら かと云え ばひ弱な感 じ

さえする 選手が独特の 振り子打法で、 並いる 各球団のエースか ら面白いようにヒッ ト

を量産する 姿は、 いままでとは一味違うす がすがしさを感 じ、 拍手を送ったファンも

多かった と思う。 最終成績は惜 しくも４割 は切ったもののシー ズン最多 安打 数の記 録

を大きく 塗り替え、 球史にか がやか しい
一ページを飾っ ている。 来年こそ 更に精進 し

て４ 割へ の再挑戦を大いに期待 している。

ところ で長びいている平成不 況もよう やく底をう ったとの観 測が出されている が、

我々の 業界ではいま だその気 配は感 じら れない。 巨 人が優勝す る時は景気が良いと 云

われ過去はたしかにその通り であった。 巨人の優勝とイ チロ ー選手の活躍にあや かり

景気の本格的な立直りと着実 な上昇を切実に願っているところ である。



（協） 千葉電友会だより （１６）

千葉 電友会第２７回 ゴルフコ ンペ

優勝 伊藤電業 （株） 伊藤 征司氏

今年の夏 は例年にない暑さ続 きで した。 暑さも終わりス ポー ツの秋、 第２７回千葉 電

友 会 ゴル フ コ ン ペ が 行わ れる。

１１月 ２日 （水） 東金市 東千 葉カ ントリ ークラブ 西コース にて、 千葉市内電気業 界

よりす ぐり の選手による試合が 催さ れた。

当日は雲一つ 無い好 天の もと、 すばらしいゴルフ日よりのなか参加選手 ５組１８名が、

日頃鍛えた実力を今日の試合にかけてスター ト致しました。

コ ンペ も２７回 と も なる と 気 心 も 知 れ、 相 手 の 腕前 も 知 りつ く し、 和 気 謁々 の 内 に 仕

事も 忘れ楽 しい一 日を無事過 ごすこと が出来ま した。

今 回様子をみま すと、 日頃の努力によるものと思 われますが、 腕を上 げられた方々

が 多々 みう け ら れ、 現在 シ ン グル プ レ ー ヤ ー も ４名 程 お り ます。

ゴ ル フ は１ ラ ウ ン ドー 万五 千 歩 は 歩 く と 云 わ れ、 健 康 に
は 最 適の ス ポ ーッ とい わ れ

ます。 次回皆様の 参加をお待ち致 します。

（桜田 尚栄）

成績は下 記の通 り。

優 勝

準優勝

位

Ｄ
．
Ｃ

Ｎ
．
Ｐ

Ｂ
．
Ｇ

伊藤 電業

北陽 電気産業

吉田 電 設

山 本 勝 生・ 久 保

伊 藤 征 司 ・ 山 田

伊 藤 征司 氏

藤

保

伊

久

吉 田

昭男氏

征司氏

昭男氏

孝次氏

恒 夫 ・ 小 野 田 藤 蔵 ・ 福 田 昭 男 氏



（１７） （協） 千葉電友会だより

うれ しい優勝者伊藤社 長

参加メ ンバー



（協） 千葉電友会だより （１８）

千葉電友会施設見学研修会

平成６年度の県外研修 会は ６月１０日～１１日の両日開催されました。

参加者は３６名にて１日目、 島崎藤村作 「千曲川 旅情の詩」 で 有名な小 諸城跡 「懐 古

園」 を見学、 寄棟造 り二層の 情緒ある信州の温泉 地、 上山田温泉ホテル清風園 に宿 泊

し楽 しい懇親の夜を過ごしました。

二日目は、 真田氏の氏寺 「北向観音」 を参観後、 中央アルプスを車窓より眺めな が

ら、 諏訪湖畔に鎮座 します 「諏訪大社」 にて安全 祈願をし、 親睦を兼ねた研修旅行 を

無事終了いたしま した。 （藤沼 清一）
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（協） 千葉電友会だより （２４）

事務局だより

言ト 報

（組合員）

● （株） 吉田 電設代 表取締役 吉 田孝次氏 御令室 道子様

平成６年 ４月２５日 享年５０才

● （株） 成田 電気代 表取締役 成 田勝 秋氏 御尊父巌様

平成６年 ６月１８日 享年７９才

一 謹んでお悔や み申し上 げます 一

新規加入組合員

○ （株） 日本ライト 電商 ○ （株） 聖電社

代表取蹄役 平山力夫氏 代表取締役 宮澤 清氏

（住所） 千葉市若葉区 （住所） 千葉市若葉区

鷹 加曽利町１５８３の・ 繍 ・・わ台
野 鱒 ２丁目４番地１１号

’
ザ

（ＴＥＬ） ２３３－０１３５ 愚 （ＴＥＬ） ２８４－１２２６

０ （有） ヒカル 電気 工業 ○ （有） 酒井電気商会

羅響響矯騨騨
○ （株） セイコー電 設

じ

セ
き

、
代表取締役 上村 清孝氏

鮮欝



（２５）

更

員

月

変

会

８

者

助

年

表

賛

５

℃

（

イ

明匂５

月

月

ｎ
ｊ

４

年

年

６

ρ
０

月

月

４

４

年

，

年

６

６

月

月

　

　

年

年

β
０

ρ
０

月　年６

（協） 千葉電 友会だより

ＤＸ ア ン テ ナ 株 式 会社

（新） 千葉営業所長；

（旧） 千葉営業所長

松下 電器産業株式 会社

（新） ＨＡＬＳ千葉営業所長

（旧） Ｈ 心 千葉営業所長

千葉東芝電材株式会社

（新） 代 表取 締 役

（旧） 代 表 取締 役

因幡電機産業株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所長

株式会社関東扇港電機

（新） 専務取締役

（旧） 代表取締役

東芝ライテック 株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所長

光源 ポリ シー株式会社

（新） 代 表 取 締 役

（旧） 代 表 取 締 役

岩崎電気株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所長

ミツワ 電機株式会社

（新） 千葉支店長

（旧） 千葉支店長
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（協） 千葉 電友会だより （２６）

５年１２月 松下電工株式会社

（新） 千葉電材営業所長 大 西 敏 志 氏

（旧） 千葉電材営業所長 西 沢 利 昭 氏

住所変更

（組合員）

６ 年４月

（賛助会員）

６年４月

６年４月

６年５月

６年１０月

（有） 西千葉電設

（新） 千葉市稲毛区作 草部町９１８番地４号

（旧） 千葉市稲毛区作 草部町９２９番地

東芝ライテック （株） 千葉営業所

（新） 千葉市中央区千 葉港４番３号千葉県経営者会館４Ｆ

ＴＥＬ （２４７） ７２１０

（旧） 千葉市中央区 弁天町２７５番地弁天 レイクハ イム １号館

Ｔ正日し （２５６＞ ６７２２

ニ ッ タ ン （株）

（新） 千 葉 市 花見 川 区 幕 張 本郷 ５ の １ ２ の ５ ＴＥＬ （２７５） ７５７６

（旧） 千葉市中央区 寒川 町１丁目１７３ 番地 ＴＥＬ （２２７）６５６５

能美防災 （株） 千葉支社

（新） 千葉市中央区 若草１の ２の１２ 皿 （２６６）０３０３

（旧） 千葉市中央区 神明町１３番１号大宗神明 ビル

ＴＥＬ （２湾６） ３６７７

（株） 大東電機製作所

（新） 八街市沖字中沖６０１番地 ＴＥＬ （４４５＞６７５１

（旧） 千 葉市若葉区太田町９０番地１ ＴＥＬ （２３１＞２０９８

第３回千葉市優良工事請負業者決定

平 成６年１０月２５日ちば 共済会館にて、 本組合員 の有限会社西千葉電設代表取締役

高橋 豊七氏が受 賞されま した。

一 おめでとう ございます。 一
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